
大分県建設政策課

これまでの「 」の取り組みが評価され、設計ＶＥ

2007年度（平成19年度 「マイルズ賞特別賞」を大分県が受賞）

、 『 』 「 （ ）」大分県では 公共事業の改善手法の一つである を 大分県行財政改革プラン 16.3設計ＶＥ H
に位置付け、平成16年度から、全国の自治体に先駆けて導入しています。

設計ＶＥの導入により、公共事業の「コスト縮減効果」とあわせて「コスト以外の潜在的な問題点の

解決 「職員の意識改革と技術力向上」など大きな効果が期待できます。」

設計ＶＥの推進・定着を図るため､「①人材育成 「②ルール化 「③推進体制の整備 「④ＶＥ実」、 」、 」、

績の蓄積」の４つの柱を掲げ、計画的・段階的に取り組みを行っています。

バリュー・エ「①人材育成」では、実務者の研修などの計画的な実施により、これまでに、（社）日本

認定資格の一つである に、全国自治体では最多となる72名の合格ンジニアリング リーダー協会 ＶＥ ( )VEL ※1

者を輩出するとともに、全国の官公庁では初めて を輩出しています。ＶＥ ( )スペシャリスト VES ※2

「②ルール化」では、 17.4月に「大分県設計ＶＥガイドライン」を策定し、公共事業への適用基準H
や実施体制などを定めると共に 、組織が一丸となってＶＥ活動を推進するため、土木建築部に設置し、

たＶＥ事務局を中心とした「③推進体制の整備」を行っています。

「④ＶＥ実績の蓄積」では、職員による を中心とした設計ＶＥの実施により、公共事インハウスＶＥ※3

業の初期段階において大きなコスト縮減が見込まれるほか、チームＶＥ活動により、技術継承や技術力

向上など、職員の意識改革などに大きく貢献しています。
※1 （ＶＥ ：ＶＥを行うために必要な基礎的知識と方法論を正しく身につけた人材であることを認定する資格VEL リーダー）

※2 （ＶＥ ： の運営に関する相当の知識と技術､経験を持った 専門家｡VES VE VEスペシャリスト）

, ともに､（社）日本ＶＥ協会認定資格VEL VES
※3 インハウスＶＥ

設計ＶＥを実施するチームメンバーを職員主体で構成。チームメンバーを外部技術者により構成する場合はｺﾝｻﾙﾀﾝﾄＶＥと呼ぶ

以上のような取り組みが評価され （社）日本ＶＥ協会より、2007年度「 」が授与、 マイルズ賞特別賞

されることとなりましたので報告します。

なお、来る１０月３０日（火）に東京都で開催される第４０回ＶＥ全国大会で、マイルズ賞特別賞の

授賞式及び受賞報告会が行われます。

◎ＶＥとは
・ の略。1947年に米国の最大の電気メーカーであるＧＥ（ｾﾞﾈﾗ･ﾙｴﾚｸﾄﾘｯｸ）社のローレンス･Ｄ･マイValue Engineering

ルズ氏によって開発。我が国では1960年頃から製造業を中心に導入が進み､コスト低減の効果が注目され、その後、

あらゆる業種で活用されるようになりました。近年、公共事業にＶＥが適用され、コスト縮減効果とともに、価値の

高い社会資本の整備に大きな成果をあげています。

・公共事業におけるＶＥの適用は、事業の設計段階で適用する設計ＶＥ、入札時に適用する入札時ＶＥ、工事発注後に

適用する契約後ＶＥに大別され、土木建築部では、設計ＶＥと併せ契約後ＶＥも 16年度から導入しています。H
◎マイルズ賞とは

・ 社）日本ＶＥ協会がＶＥの一層の普及促進のため、ＶＥの創始者であるＬ･Ｄ･マイルズ氏の名前を冠した権威ある賞（

であり 「マイルズ賞 「マイルズ賞本賞 「マイルズ賞特別賞」があります。、 」 」

・ マイルズ賞特別賞」は、ＶＥ制度の運用によって、公共工事のコスト縮減や価値の高い社会資本の整備に努めている「

と認められた自治体などの公共団体を対象に授与されるものです。

◎（社）日本ＶＥ（バリュー・エンジニアリング）協会
国内外のＶＥに関する情報を提供し、産業界におけるＶＥ活動の促進とＶＥ成果の向上を図るため、1965年に創立。

http://www.sjve.org/参照ＨＰ：

問い合わせ先 土木建築部 建設政策課 技術・情報システム班

課長補佐 渡邉 武 （内線４５６０）

副 主 幹 森崎 貴嗣 （内線４５５８）



【参考資料】

◎これまでの受賞団体
これまでに、マイルズ賞特別賞を受賞した団体は以下のとおり。

２００４年（Ｈ１６ ：東京都）

財務局営繕部により、平成６年度にＶＥﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑを設置｡試行を経て平成８年度から本格実施を行い､以後､

他の部局で試行実施を行う｡

設計､入札､契約の各段階でＶＥを実施し､各局毎に審査体制や審査基準を確立し、ＶＥ推進に向けた取り組みを

評価。

２００５年（Ｈ１７ ：中部国際空港株式会社（セントレア））

単に空港を造るだけでなく、造った空港を経営･運営していくため 「総事業費のミニマム化による安価な着陸、

料の設定」と「必要な空港機能確保」の両立を図るため、空港建設にＶＥを適用。１０００億円を超える事業費

。 、 。を削減 空港建設という公共事業に民間企業の管理手法を取り入れ 大きな成果をあげたことが高く評価された

２００６年（Ｈ１８ ：国土交通省 関東地方整備局）

「 」 、 。コスト縮減アクションプログラム( 17.2策定) の具体的施策の一つとして 発注者による設計ＶＥを促進H
平成１６年度から組織的なＶＥ普及の取り組みを行い、インハウスＶＥによる公共事業におけるコスト縮減、Ｖ

ＥＬ資格取得者の養成（ 18当時で28人の合格者）などの取り組みを高く評価。H

◎大分県における設計ＶＥの取り組みについて（概要版）
１．導入の目的

２．設計ＶＥ推進スケジュール

2 1.人材育成-
人材育成では、正しいＶＥを実施するため「ＶＥ

思考」と「ＶＥテクニック」を身につける必要があ

ります。職員がＶＥの理解と必要性を認識し、組織

が一体となって活動していくため、平成16年度から

各種研修等を導入し、ＶＥＬ資格取得を推奨してい

ます。

管理者・監督者研修1)
2)実務者研修

 ①コスト縮減
・プロジェクトの早い段階での改善により、コスト縮減効果大

②コスト以外の問題解決
・環境負荷の軽減、地域ニーズの反映、潜在化した問題の発見等

③職員の意識改革・技術力向上
・現状維持の姿勢から改善意識の徹底へ

・ワークショップによる技術継承

具　体　的　施　策  

【人材育成】

　●ＶＥ実務者研修（設計ＶＥ実践能力の習得が目的。）

　●ＶＥ管理者研修（トップの理解と支援を得ることが目的。）

　●ＶＥリーダー試験（設計ＶＥ実践・管理能力を高める。）

【ＶＥ実績の蓄積】

　●設計ＶＥの試行（インハウス主導で実施）

【ルール化】

　●大分県設計ＶＥガイドラインの作成と更新

【推進体制】

　●推進体制の整備

・監理ｸﾞﾙｰﾌﾟ（建設政策課内）

・推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ（事務所及び本庁事業課）

H16 H17 H18 H19 H20

　　　試行

　　推進体制の整備

 内容を更新

順次拡大

　　　実施

　　　実施

　　　実施

3)設計ＶＥチームリーダー養成研修

4)ＶＥリーダー資格の取得推奨

正しいＶＥスキルを身につけるため、ＶＥＬ

資格の取得を推奨し、これまでに全国自治体で

最多となる７２名の合格者を輩出しています。

また、 18年度には、全国の自治体では初めH
ての スペシャリスト試験に1名の合格者をVE
輩出しています。

※ ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ：ＶＥの運営に関する相当数の知識VE
と技術、経験を持ったＶＥの専門

家。日本全国で99名が登録

( 19.7現在)H

管理･監督者研修実施状況

実務者研修実施状況



ＶＥＬ合格者数推移（累計）

2 2.ルール化-
設計ＶＥを的確かつ効率的に実施するため 17.、H

4月に「大分県設計ＶＥガイドライン」を策定、適

用基準や実施体制についてルール化を行いました。

設計ＶＥガイドライン

2 3.推進体制の整備-
組織が一体となって円滑な活動を推進するため、

組織の役割とその関連について明確にしています。

 設計ＶＥ推進体制

2 4.ＶＥ実績の蓄積-
職員によるインハウスＶＥを中心とした設計ＶＥ

を６件実施し、公共事業の初期段階において大きな

コスト縮減効果が見込まれている。

また、ＶＥ実績の蓄積は、コスト縮減による直接

的な効果だけでなく、各事業における潜在化した問

題点や住民ニーズの反映、地形改変などによる環境

負荷の軽減などが図られると共に、チーム活動を通

じた技術継承や設計技術の習得、発注者の意識改革

等の間接的な効果が非常に大きいと考えています。

設計ＶＥ実施状況

３．今後の取り組み

今後、設計ＶＥの、より一層の推進と定着をはか

るため、次の取り組みを図ることとしています。

①ＶＥチームリーダーの育成

ＶＥ教育の継続と併せて、今後、ＶＥを安定

的に活用し、成果を維持し続けるため、イン

ハウスＶＥチームリーダーを積極的に育成し、

ＶＥ適用の拡大を図っていきます。

②ＶＥ教育の拡大

「使用者優先の原則 「機能本位の原則 「創造」 」、

による変更の原則」などのＶＥ基本思考を身に付

け、ＶＥを実践するため、係長級以下の全ての技

術職員にＶＥ教育を実施しＶＥ基本思考とＶＥ

。テクニックの習得を組織的に実施していきます

 写真５ 設計ＶＥ実施状況 

 【原設計受注者】

原設計案の作成

VE提案採否の決定

【VEチーム】 【VE事務局】

対象業務の選定

VE活動資料作成協力

VE提案に基づく

設計の修正

VE活動

（VE提案書作成
報告）

VEﾒﾝﾊﾞｰ選定

VE提案データ

の整理・蓄積

最終成果の報告

【本庁担当課】

VE提案の審査

VE提案審査結果

の報告

VE活動成果
の集約

対象業務の選定

VEﾒﾝﾊﾞｰ選定

VE提案の確認

【事務所】

VE活動資料の

作成提出

VE提案審査結

果を受注者と協議

最終成果の提出 最終成果の確認報告

対象業務の選定

協議

協議

依頼

回答

Ｖ
Ｅ
活
動
の
支
援

事前準備

協議

VEﾒﾝﾊﾞｰ選定

協議


